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区の人口 256,435 人（前月比 582 人増）　（男 123,524 人　女 132,911 人）　世帯数 161,070 世帯（前月比 922 世帯増）　（令和５年４月１日現在推計）
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住みよいまちづくりを住みよいまちづくりを
皆さんとともに皆さんとともに

　４月１日付で新しく博多区長に就任し
ました。
　博多区は、陸・海・空の玄関口を擁し、
多くの企業や商業施設が集まるまちであ
るとともに、古くからの歴史や伝統文化
が息づくまちでもあります。
　その特色を生かしながら、「お互いが
支え合うまち、安心・安全のまち、にぎ
わいのあるまち」を目指した共創のまち
づくりを進めてまいります。
　今年は、地域でも多くの事業や行事が
再開される年になると思います。安全で
住みよいまちづくりを進める取り組みを
区民の皆さんと共に推進してまいります。

　５月初めは、区役所駐車場と提携駐車場の
博多祇園駐車場が大変混み合い、入庫待ちが
発生します。来庁の際は公共交通機関をご利
用ください。
　i区総務課 a419-1004 f452-6735

来庁には公共交通機関のご利用を

　食生活改善推進員「ヘルスメイト」は、地
域の人たちが健康に過ごせるよう、食生活や
運動の大切さを伝えるボランティアです。
　区は、管理栄養士などの専門家を講師とし
て、食育や運動、食品衛生などについて講義
や実習を行う「ヘルスメイト養成教室」を開
催します。同教室を修了すると、ヘルスメイ
トとしてボランティア活動に参加することが
できます。
　d５月23日
㈫、31日㈬、６
月６日㈫、14日
㈬、2 0 日 ㈫、
28日㈬、７月４
日㈫、12日㈬、
25日㈫午前10
時〜正午の全９回コース（内容によって時間
が前後する場合があります）
　l区役所５階集団指導室i区健康課 a419-
1091 f441-0057mhakataku.eiyoukan
kei@city.fukuoka.lg.jpt区内在住で教室修
了後に地域でボランティア活動ができる人c

先着25人y無料e電話やファクス、メール
で５月１日㈪午前10時以降に区同課へ。

ブリのオイスター照り焼き（調理例）

ヘルスメイト養成教室　受講生募集

　育児についての講話や赤
ちゃんの体重測定、参加者
同士の交流会を行います。
　d５月26日㈮午後１時
半〜２時45分l博多区役
所５階
　i区地域保健福祉課 a419-1100 f402-
1169t区内在住の今年２月〜３月生まれの
第１子とその母親c先着15組y無料e５月
１日㈪午前９時半から５月16日㈫までに区
ホームページ（「博多区　ほやほやママの子
育て教室」で検索）内の申込
フォームで受け付け。j母子
健康手帳、子どもの身の回り
で必要なもの

ほやほやママの子育て教室
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　市民プールを終日無料開放します（ロッ
カー代は有料）。イベントなど詳細はホーム
ページ（「博多市民プール」で検索）または
館内掲示板でご確
認ください。
　d５月５日（金・
祝）午前９時〜午後
９時
　il 博 多 市 民
プール（東那珂一
丁 目）a 4 7 3 -
8 8 5 5 f 4 7 3 -
8856
　t完全におむつ
が外れた１歳以上の幼児から高齢者まで

こどもの日　プール無料開放
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博多区長
　髙木　三郎
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地域の皆さんを温かく見守ります（両校区の皆さん）

和やかにおしゃべりを楽しみます


